
事業の概要

2027年度に供用開始予定である「新環境センター」のごみ焼却発電電力及び系統電力をはじめとする再エネ電源の組み合

わせによる水素製造を行い、隣地に整備する水素ステーションや近隣需要家への供給を担う「地産地消型の水素製造・供給

ハブ」モデルの事業化に向けた可能性調査を行う。

【事業概要のイメージ】

新環境センター

（発電電力）

水素ステーション

系統再エネ

水電解装置

ＦＣバスＦＣパッカー車
ＦＣトラック

※水素需要量の大きい商用車をベースに供給
（水素ステーションの収益向上による運営自立化にも貢献）

近隣需要家への供給

工業利用定置式燃料電池
(商業施設・公共施設

)

隣接する市外等への供給

定置式燃料電池（ホテル・旅館等）、
水素ガスコンロ、遊覧船の燃料など

貯蔵タンク

第１フェーズ（事業化時点）

※観光需要など象徴的な導入により、水素の利活用を訴求

太陽光パネル

（自家発電）隣地太陽光
（卒FIT）

第２フェーズ（2030年以降）

第３フェーズ（2050年）

熱用途（ボイラ・バーナーなど）

昼間帯の電力需要を創出し、
出力制御の抑制に貢献

パイプライン
高圧輸送

電化が困難な熱需要を中心に供給
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一部ボイラなどの熱需要に供給


